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AID によるがんの進化
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がんの疫学

がんの定義
1.（　自立的増殖　　）
2.（　浸潤・転移　　）

がんのクローン進化

進化とは
（A　遺伝形質　）が変化し、それに由来する（B　表現型）の変化が環境
による（C　　選択　　）を受ける結果、（A　遺伝形質　）の変化が次世
代に伝わるプロセスの反復である。
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反復囚人のジレンマゲーム

遺伝子の変化
がん遺伝子とがん抑制遺伝子
遺伝子発現変化の原因
genetic change DNA配列の変化なし
1.（DNA複製のエラー　　　） 1. epigenetic change
2.（DNA損傷修復のエラー　） (DNAメチル化　　　　　　　　  )
3.（ウイルス感染　　　　　 ） (ヒストンのアセチル化とメチル化）
4.（染色体転座　　　　　　 ） 2. micro RNA
遺伝子を変化させる酵素
（ activation-induced cytidine deaminase (AID)  ）
（ apolipoprotein B mRNA editing catalytic polypeptide  (APOBEC)  ）
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腫瘍の治療薬耐性
肺癌： gefitinib (Iressa)

前立腺がん： flutamide

免疫療法：PD-1抗体, PD-L1抗体

がんにおける細胞の協調

がんの治療戦略

activation-induced cytidine deaminase (AID) と発がん
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